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【論文の内容の要約】 
 休眠は内分泌による自律的な発育抑制と定義され、不適な環境条件を克服するための適応
戦略である。外因性休眠を示すハダニでは、休眠誘起の主因は光周期であり、多くの種が短
日 (正確に言えば、長夜) によって休眠が誘起され、長日 (短夜) によって抑制される。他
方、スミスアケハダニ Eotetranychus smithi Pritchard & Bakerは、光周期に関わらず、低温に
よって休眠が誘起される。つまり、卵から成虫まで 17.5˚C 以下の温度で飼育すると、長日
または短日のいずれであってもすべての雌成虫が休眠卵を産下する一方、20˚C 以上の温度
では非休眠卵のみを産下する。本種のように温度に依存して休眠が誘起される種は、ハダニ
では全く知られていない。そこで本研究では、スミスアケハダニにおける温度依存性の休眠
機構を明らかにすることを目的として、日内の温度変動が休眠誘起に及ぼす影響を検討し、
温度への感受性が高い発育ステージを特定した。さらに、休眠誘起以外の休眠性も特異的で
あるのかを明らかにするため、休眠卵における休眠消去と孵化条件を検討した。 
 第 2章では、日内で温度が変動する環境における休眠誘起の決定要因を明らかにすること
を目的とし、本種の温度周期反応を検討した。22.5ºC または 25ºCの高温期 (thermophase, T) 
と 15ºCまたは 17.5ºCの低温期 (cryophase, C) を組合せた 4通りの温度レジームから構成し
た温度周期において、それぞれの温度周期の長さを変えて (T:C = 0:24～24:0 h/day) 休眠率
を調査した。その結果、いずれの温度レジームであっても、高温期が長くなる (低温期が短
くなる) につれて休眠率は急激に減少し、温度周期反応は長日型の反応曲線を示した。臨界
温度周期 (休眠率が 50%となる温度周期) は T/C = 25ºC/17.5ºC の T:C = 5.1:18.9 h/dayから
T/C = 22.5ºC/15ºCの T:C = 9.4:14.6 h/dayまで温度レジームによって異なった。等しい平均温
度 (平均 17.5ºC、18.75ºCと 20ºC) または等しい高温期の長さ (T:C = 8:16 h/day) において、
温度レジーム間の休眠率を比較した結果、休眠率は平均温度や温度周期の温度幅ではなく、
高温期や低温期の温度の違いの影響を受けることが明らかになった。さらに、非 24 h の温
度周期であっても、TC = 36 h 以上 (T/C = 25ºC/15ºC) であればすべての個体の休眠が誘起さ
れ、本種の温度周期反応は概日性とは関係がない可能性を示した。 
 第 3章では、スミスアケハダニにおける温度への感受性が高い発育ステージと休眠卵産下
までに要する低温の日数を検討した。第 2 若虫期と産卵前期間を低温 (15ºC) または高温 
(25ºC) に暴露すると休眠誘起が促進または抑制されたことから、これらの温度への感受性
が高いことを明らかにした。25ºC を背景として様々な発育ステージに 15ºC へ移した場合、
産卵開始時に非休眠卵を産下した雌成虫であっても、加齢に伴ってすべての個体が休眠卵を
産下するようになった。休眠卵産下までに要する低温期間は処理区ごとに異なり、31.2～43.8
日であった。 
 第 4章では、休眠誘起が特異的であるスミスアケハダニにおいて、休眠卵の休眠消去と孵
化条件もまた特異的であるのか、そして休眠卵から孵化した雌成虫は低温によって再度休眠
が誘起されるのかを検討した。本種の休眠卵は 5ºC の低温処理によって休眠が消去され、30
～60 日間の低温処理が最も効果的であることが分かった。休眠消去後の加温時の温度の違
いは、孵化率には影響しないが、孵化までの日数は加温時の温度が高くなるにつれて明らか
に短くなった。休眠消去後の休眠卵における孵化までの発育零点は 10.5ºC、有効積算温度は
76.8日度と推定された。スミスアケハダニの休眠卵において、温度が休眠消去と孵化の主因
であることは、卵態休眠種のハダニと共通していた。また、休眠卵から孵化した個体を休眠
誘起条件 (15ºC) で飼育しても、発育した雌成虫の休眠は全く誘起されなかった。 
 総合考察では、スミスアケハダニにおける野外の休眠誘起時期を推測した。本種の温度周
期反応曲線に基づいて推側された長崎県口之津町 (採集地) における休眠誘起時期は、11
月中旬以降であった。つまり、スミスアケハダニは気温のみを用いて、冬期の到来を予測し、
休眠することができると考えられた。本種の休眠誘起における温度周期反応は、概日性とは
関係のないことが示唆され、休眠誘起される過程が光周性を有する種とは異なる可能性が考
えられた。そのため、本研究の結果に基づいて、スミスアケハダニの休眠性における生理機
構を検討することが、今後必要である。本研究は、スミスアケハダニの野外での冬期の個体
群動態、休眠性の地理的変異、そして休眠に関与する遺伝子を検討するための基礎情報とな
る。 
 
